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[2008年 10月 15日 ]
財団法人 日本自動車研究所
審査登録センター (JAR RB)

すでに弊tン ターのホーム
^―
ジ([更新情報 お知らせ |)に対載しておりま,■ うに 品質マネジメントシス

テムの国際規榊 S0001は本年H月 にlS"0012008の 発●が予定されています 滉●規格IS09001 2000か らの改訂
の目的 t次の通 ,で ■行規格の大幅な´史を行わす 追補版として発行さ|しよす
●改:Tの 日的>
●規格要求事項の明確Fヒ

●■●2000■版規格の鐵釈の曖味な部分の明確化

●IS014101 2004と の整合性の改普
この規格改.Tに伴い 既

`151●
0,12000の 記 .■ を驚得されているお客様「

,́いては 国際l・tttIS000「 2008の
発行 |・ 24ヶ 月以内に ]S'91,1200=を ■にシステムの■直 tと 改訂1業を終えてから 移行密首を受けて頂く,必要
があります

規格改訂^のフイ1で対|ざす きヽ内不(システムの見直し,刑略 以下の並りと考えます
●必要な場合 凸質マニュアル 及び関連する基準書・・ 改:T
の規格改訂に即,つ た (i「ち改::された,i,質‐=ュアル 重摯書にⅢlつたい 部監企並び|,マ ネジメントレヒュー
の実施

規格改証 のヽ理絆両「
及び移行審Jヽの対応のために 弊センターでは :S090012008 ■椎改訂説明会Jをホ

年12月 に計4回開催いたします 計細は今月■に添付されている IS09001 2008 規格改.T.ll明 会のご案内Jを ご
参摯下さい

短格改言]説明会の内容は以下の通 ,です

0「 S●=0012108T版
の改訂内容

`,説
明 並びに受嘗されるお客ITの対● こついての説,, 質疑応停

●ろ効仕審査 こついての最近の動向

O審査令級に対する質疑応害
お客様の規格改訂移行に伴う駒積の一助として この「規格崚誦 明会J(会費無翔 ^の参力]をお薦めします
●にお客様のお■

'合
いで ISO,001こ興味をお片t,の企業lFに も参lllをにして頂きますようお願い致します

「 S000012003 規格改訂説明会のご案内Jのお知らせ

初回登録 (環境)

登録番号 登録日 登録者名 登録範囲

0☆[RO,70 2000 9 6 ジェイピーシー グループ
工作機械用クーラント濾過装置 金属製品用洗浄機等の設計 製

造

更新登録 (環境 )

登録番号 更新日 登録者名 登録範囲

拡 [Ю 118 2008 9 25 いすゞ自動車株式会社
薔沢工場

自動車の製五

JA[Ю 121 2002 0 25 スズキ株式会社
大須賀工場

鋳造部品の製造 機械加エ

JA[Ю 122 200: 925 スズキ株式会社
相良工場

四輪車エンジンの鋳造 機械加工 組立
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登録番号 更新日 登録者名 登録範囲

J,口00,1 2000 , 22 株式会社関東シー ト製作所
相模原工場

自動車用内装部品の製造

J☆[R0392 2008 , 22 東京スリープ株式会社 自動車用エンジン部品及び産業機械用部品の製造

J☆[R03,` 2002 , 22 夫栄工業株式会社
自動車用ファスナー並びに自動車用プレス部品 自動車用切
肯1加工部品及びブレス加工を主とした各種部品の製造

OA[R0391 2008 9 22 株式会社三和化成 自動車用樹脂成形部品及び工業用,ヌカ,製品の製造

J☆[R030= 200= , 22 株式会社 ミフネ
自動車用金属ブレス部品の製造 溶接 細立て 並びに金型
の製造

り貪[R0397 2∞8 , 2: 豊和構維工業株式会社
厚未工場

自動車用内装部品の製造

U☆[RC:99 2∞8 9 28 三恭金属株式会社
じロエ場

デスク 物置 建設機械 オートパイ用各種シリレダー錠及
び催 |タ ンクキャップの製造

U,[R0400 20080 2= 大東工業株式会社
本社 本社工場

アルミ自動車部品の製造

Ul[R0401 20080 2: 株式会社タイコー 錮付け治具の設計 試作及び製造

Uλ[R0664 20089 1 株式会社フジプロダクション 自動車用内装部品の加エ

UA[RO`65 2008, 2 有限会社芳賀自動車 自動車の販売 整備及び修理

U,[RO`66 2003 9 0 豊田汽缶株式会II 複棧 設備の修理 保全

U,[RO`j, 200 9 , 機械10工装置の設計 製造 開発試作品製造 少量部品加工
HEXA事業部の拡大

JA[R06(8 200: 9 16 同山日野自動車株式会社 自動車の販売 整備及び修理

J☆[R06t, 2000 9 16 守野工業株式会社 金属ll品のプレス加工及び組立

J☆[106,1 2000 , `O ネッツトヨタ栃木株式会社※
自動車の販売 整備及び催理

真岡店 レクサス小山の拡大

U☆[Ю672 2008 9 60 株式会 II驀成工業所
竜,髪工場

金属ブレス並びに切削
「
溶接による自動車部品及び産業用機械

部品の製造

り☆[R068` 2008 02: 株 式 会社 MARUWA
直工摩工爆 暮口山工場

EMC対策部品の設計 開発 製造及び販売

登録拡大 (環境 )

登録番号 発効日 登録者名 登録範囲

U☆[R0189 2008, 26 トヨタ紡織株式会社
大ロエ場

木曽川工場 UA[R020と統合
T3物流サービス株式会社 木曽I営業所の拡大

U,[R02,` 2∞3 0 26 埼玉 トヨタ自動車株式会社 レクサス川越の拡大

※壺年二識,,■人を,む

ti● 4● .II]は「lH l=11ヽ ―
' lnt■

|,、■ ,・ ,■ ,11,'■
=●
ヽ さ`い
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登録番号 発効日 登録者名 登録範囲

J☆ OR01 5` 2∞81 24 株式会社ケージーケー HEX‐業部の拡大

登録拡大 (品質 )

環境関連去規等の動き ( θ,,22～〕8′9′25,

1 キ薦|]IF」 ,基準の在り方について
(1,■||`,考え方 :現行の技術水準を監■ 妥当な・l準で再商品11■其ⅢをJ上 ずる
(2)対象品日 I FI古 ●プライヤ■同―卜, 小型の●品テレrt,S 衣■乾難 まェll機と

「

‐茎分
い)´サ]崚の効■の考え″
●全員の素

“

●11¨■を80%から,5・ |ヽ 中 高品質■プラスチックを再商品化等基準に洵える
●蔽品テレt■プラズマテレヒ

`,■
,早 ,t,,Ⅲ 征基板IIみを再商品化÷基

'|の
算出対象とする

0迫¬品 Jのパネル部分のリサイクルに ,いてま2014年を日標よする
2 F商品化等基■の設定
|●アコン及び電気冷蔵● 電気冷薇|■ ま従来世よ,10%:「 I 電気洗濯機 t■乾醸 月■i%:「げ
敲品テンし

'ラ
ズヤテレビ ,■11点ではi,%二設定 (′

'ネ
ル |サイクル後は60,,「

=●
I)

プラウン省式テレビli・ i面ユlk■持 口T来 IIに ,サイクル需要減少を■定

'3 ■汚環境の■全 二係る●― トボンフ式洸泄棧に使用さ,1る フ●レ伸
`つ
い でま適El,回収 破■のi,Iヒ

「特定家庭用機器の品日追加 再商品化等基準Jの報告書 t“■産業省 県●省],パ■1月 22口 ,

「小売業者によるり1出家電のリユース リサイクル仕分け基準作成のためのガイドラインに関する報告書」
(経済産業省 墳

=●
211ド■9月 22「 )

1 ■1業すの:漬ヽ務¬ L('適 |′
`を

図る ,ユース ,サイクルの生命けガイ トラインを策定する
2 小i業者が■ギ¨ [ ,‐―ス ■ ,ザ イク,,Jの仕

`}1基
準を

「

tし ていく■とをJれ て|`
■,ヽ‖,性能 [門■るガイ ドライン

IL'イ トラインA(7iリ サイクル
=連
す こ資するガイ トライン 15年 1後■用ア唯 器,を想■)

,サイク′しのため ,製造業者年 ]ヽ手渡す´ヽさであるか否かの|サ断に資するサイドライン
●ガイ トラインB(適上 ,ユースの促進 ■資するガイ ドライン 7■ 11後使用つ成沐¨を想た,
,サイクルよりも,‐―ス昴市場 i回J方 」`望ましいという峙全を示す

'イ
ドライン

なお L式が (●用■′,"｀ Aと Bの間 =入る使用撻器や ,場合,,II斬 |:Jヽ売業廿 `よ
る

(2)■用●
=電
の 卜し―リビ,テ ィに関する●イ トライン

,‐―スに係る契●1薔力本の明記化 文書化 」●,●用●家電 [関する記録 管理 i渡先でJ●把握等

法令情報

「農林漁業有機物資源のバイオ燃料の原材料としての利用の促進に関する法律の施行期日を定める政令J
(■●第:35=)

「農林漁共有機物資源のバイオ燃料の原材料としての¬用の促進に関する法律施行令」    (|●令第211t,
公

`  ,200:年
9月 1,日

柿●‖ .I用ド年I,月 1」
1 ′`イオ燃卜|の種類 IC木炭 (竹炭を合む)●木竹

=■
来する農‖漁

=有
機物輌 :を ,■4するこ■

`■
,■質

=L 乾■ t =´, 一定のτ,に圧縮成形 Lti.(,●エタノール●脂肪酸メチ,',ス テル (バイオディー
ゼル黙■ :Flばれている)●水素  産に,■■び′タンを 1成分

=す
る
'ス
●メタン

2 バイヨ翡‖を製造する|1業陥同悧[合等
=事
実 !t司組合 

“

実組合 晨業協同組今連今会等の法人6種
3 新・・ネルギー政策「 絆と

rl関係
■)′ イ`■・ ス熱ⅢI■ 1県●換崇 0=万kしの導入見Fiと し そ,,う ちiり

'日

の輸送用燃料を導入
(2獅送
「
然卜|`,内容 IF刊 1,■●ガンリン コ|タ フー,げ合,ソ リン (F8, ′`イオ,( ‐L●ル ●じド)

J 参考 1200=,9月 25F ・始 資源:・ ネルギー調査会新エネルギー¬会J1lJと ,ま とめ 暉 息提言)と して
I"エネルギー■策,新たな方向|=  新:・ ネ′しギーモデル |=●構築 [|● ■-1う

`公
表された



第 139号 ″〃 ′∂ 審査ニュース 2008年 10月 15日

受害者からひとこと
3 認証取得への取り組み

をひ011■月に1ド
"001認
証取1●こ向けて,,取 1績

みを開,台 1ま した 小さな会■●1,あ り 社長
自ちが推進,,局 リーグーを兼務するこ[を宣言
しての|.|「Ct ti｀ 最後は社長の■″がやって
くオせる ス 1切 つてくれるという人きな期待を
持つて(,ス ター トでした ,一 ダー七t〔ます i
Jヽすたこと ,i二つ|,'ます
需日は 当社

"■ `見
合 ,た スリ■、な

`i,質
マ

=_ア ル 会社,tを 構築する,と こ● デン
ソ ウ.・ イを尊重する中で ■ そ′口■まだⅢのリ
セットと発想転真を求める i,ので t,あ , なかな
か慟■なことではあり■せんitt
t予 目ま推進体Ⅲ組紋●(,であり =,■ に
なる人'雄

●と枚青でした 私を含晰 13人が「ド●
講習会 ■参力][ 発想′,若遺 ,と あら■めて

“

,知

識導入 そして自党を持って頂き
=し
た

,レは整えたもつ′末務l■報では 思いとまうら
|す ら
`■
書整備すら遅々として進まないもの

=し
た ・・ 々と‖|て くる課題 ヤ=‐

「

′
'と
■業実態

との不整合 ルる ●
=`力
,書 .・ |[等 予想を起

える課匝 |=唯 りまIIる意1末峙しいものでもあ
, 社員の■テ^― ションUP`■

■分足るもの

で [た ,任を設 11● ,弩力の

“

ス 認証取Fは
まさモ

「
,込みt―プとな ,上 した0` 皆の思い

■■の体質強化´ヽの出発|ヽでした

4 今後の活動

認証I・件で会社外I強化の助上を嗜■切 ,たわ
けですが 品質マネジメントシステムを定着させ
ることが 今後の重要課題であること そして
ものうく,の原■を確■ヽな |,の にすることで 顧
客満ti黎がることも皆の■通認識とな ,=し
た

認証●得と同時
`祉
■交itと なり課題i多 くヽ

してしまいまし■
"｀

 志並びに継続的改善■徹
は ti 新社長と,,ど 1,引 き越 |・でお

' 
崚
=.

(■守■てllきたいと思うものです
最後にな ,上 したが 今回の認.■ rF得 こあたり
ごll.力 ●きましたヽヽ 関係会社様にお lLと

“

議i

を中[1■ |=11

IS0900嘲証取得にあたり
ネ式会社 デンソーリマニ

前代表取締役社長 山田簾―

1 会社紹介

“

■|:贅知県テ域市 =所● し 株式会社デン
ソーが 100ヽ出資する「 会社〔 自動車部品 ,■わ
れるスタータ フ′しタネータ●リサイクル品を/1
産する会■ tt, 2100■ 6サ]こ設 立された i,,,■
■ 一度
'わ
れた 1,のを高品質 こF■ し 袖EЛ ,

十場―■

"す
るこIで 環境に任しく 社会i献

=寄与することを■● Iしており 経営理念 こも
●Iの 4■をザiり 込んで工動しています  グ●―
バルⅢり■イクル促進J I地求県● ^の ■ IIJ
I人に● しいI・ 場づく,J そして「自然との■
上 ですが ■ こF年■・ てきた経験 知識とス
キ|レ■反映

=き
る●■業

`動
は 社長 年●廿

■4と =ir`,11足
を,える●のでお, 自動中リ

サイク′,■を道十する一員として |, よ0発屁成
長をつ●されるものとなつていまtた

2 導入の背景

■員62名 と|う 中 小企業では,,,な が :, 求
められるの ま :デンソープランド という夫i業
が育であげた大切な品質でした 社員。,大 ■が,
ンソーOBズは」 |● ,,当社に|・いて そ

'1ま
容

易であると口負 t ,実それはかな ,の点
=実
ユ

き,■ ていましたが ,サ イクル J●対象笥品 ●象
アッtン
',を
た ずていくに当つて ●■のしく

■ ツール そして個人の 1,つ スキル 、́のよ存体
質では 下備であること 日|ち●tび

=｀

少 し|つ よ
�化してきてお ,ま した 親会社

=ヽ

し,tヽった技

術ノウハウや拒人のスキルが■か LIないように

なつてきているとしたち ■社でヽ■上げた省積
技

`Fが

少しでも

'店 `資
源,か |・備,1る ように・ .つ

ているとしだら そ′口■確●
= 
せ理者に求めら

れる●

`で
す 会■E●オ■のi案 民円 ■当然

のこt■ tて より強曰なものうくり
「

質を日指
しての「 性として 1,月 u月の計.■を取得すること
は 必●不可欠な|,のとなっていま t■

発行所  財団法人 日本 自動車研究所 審査登録セ ン
'一〒 ,`,02 東京都港区芝大門 1  0,日 本自動車会館 を賠

::せ   0,-5,`, 7,,` (lt表 )   FAX  O, ,401-20t4
■●‐

'7ヽ
い lti●
=―
JII■ rlル

`発行責任書 上総経営管理者 鳳口 首平

壺 た 第1''号   2008年
'月
1'日

編集人  渉外 業務部 部長 茂未 豪可
印刷所 株式会社 高山

漱城県つて ま市茎崎 08'

ユ付発,重連絡71,ス  `|,¨ IJ,` ol J,



⑬
F.質マネジメントシステムの国際規枷 809001ま本年 lt月 頃に lS09001,2008“ 証版が■行されまう
弊センターでは この改iIを受|す ls0001 2008規格改訂の説]会を開催致します せ様の積極llt
なご参加をお待ちしております

●開催 日時 Ⅲ310受●開始 )
1 東京会場  2008年 12月
2 静国会場  2008年 12月
8 豊国会場  2008年 12月
4 大阪会場   2008年 12月

: 日  (水 ) 18 : 30～ 16 1 3●

5日 (全,18:30～ 16130

17● (水, 13130～16,30

18日 (木)13130～ 16,30

2008年 10月 15日

財団法人日本自動車研究所

審査登録センター

定員 120名

定員 60名

定員 150名

定員 100名

0開催場所
1東京会場 日本赤十■ 本社 201大会議

=(2Fl .港
区芝大ril 1 3 ■日,α334377515

2帯国会場 II岡商工会議所 403会議宝 (4F) 、静岡市葵区早金町 20■ ■8L0542,35111
3専田会場 豊口γ業文化センター 大会議室 (4F):愛知県豊田市小,本町 1 25 1EL 0565 33 1531
4大阪会場 池田商I会議所 大会議

=(2F),大
[厠膏・ll田市掟南 ]l l TLL 072 751 3344

※会場の詳細については弊tン ターのホームページをビらんください

0参力!費用 , 無 料
2008年 H月 21日 (金 )0中 込期限 |

0申込方に 参加ご希望の方は  「参力11込 書|にI.要事項をご祀入の上 FAXにてお申し込み下さい
弊tンターで受け付 す後 参力]票を RXで返送します 当日は 代表申込イ以外の出席者の
名

"」

を貼り付 すの
「
 受付にご提出ください 尚 中込を多数の場命は 先着順とさせて頂

0上

きます

催 :財団法人日本自動車研究所 審査登録センター
〒10,oo12 東京都港区と大門 l130 日本自動車会館 12階
お問い合わせ先 1電話 0357387934  渉外 業務部

●プログラム

13(10 受付開始

開会の模拶

1ヽ

"00112008規
格改:rについて  同規格改訂内容の説明 審査での対応

13(30´V13140

13,41  1;:00

15(CO～ 15,30

15:30～ 15,40

15:40～ 16100

16100～ 16125

16:25～ 161:O

質疑応答

休憩

有効性審査について

審査今般に対する質疑応答

閉会の技拶

]最近の動向を解説

0その他
会場の都合上  ,録 紅撤′,た ,2.・ 様までとさせて頂いてお りまつつ  `2名様以上のビ来場を希望さ
れる概今は,1途ご相談に応 しますので 渉外 業務部の事務局までご連絡の程よろしくお願いいたします



01-2834

(財)日 本自動車研究所 審●登録センター :渉外 業務部 事務局 行
「Is∞oo1 2008規格改釘説明会J参加申込書

1 会 場 □ 東京会場 □ it同会場 □ 豊国会場 □ 大阪会場

2 会社名

3 ¬∫署名 役職

4 中込ヽ表者氏名 `,1｀
カ

0 連続先 TEL:
=ヽ
X:

6 電 子メールア ドレス @

7 参加人, 名 (1登鋼 織当り原IJ 2名 様迄 )

8 ]ヽRI RB豊
`量

番号 □ JAFR     □ JAQR    □ その他

9 8項でその他の方

□ lL認証機関で取得済で登録移転を検討中

:認 IIN関名

□ Is∞ool認証取得を検 .I中

□その他 (

参力1受付 確認書
参加中もの記載内容のとt● 0受菫 しました

なお ご名,∫を貼 ,付け後 受付にご提出ください

受付印

(ご名刺貼り付け襴)

代表申込者以外の出席者の名刺貼り付け

当日受付にご提出ください


